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棚
底
地
区
振
興
会
の
本
年
度
第

三
回
目
の
環
境
美
化
作
業
を
十
月

十
二
日(

日
）
実
施
し
ま
し
た
。
棚
底

城
跡
と
振
興
会
花
壇
、
棚
底
川
国

道
沿
い
並
び
に
倉
岳
ウ
ォ
ー
ク
の

登
山
道
整
備
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
６

名
を
含
む
約
５
５
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

今
回
は
、
前
２
回
に
比
べ
作
業

範
囲
が
広
か
っ
た
の
で
、
４
班
に

分
か
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。
棚
底

城
跡
は
、
Ⅳ
郭
か
ら
Ⅰ
郭
に
か
け

て
草
が
か
な
り
伸
び
て
い
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
慣
れ
た
手
つ
き
で
草

刈
機
を
操
作
し
、
刈
っ
た
草
は
女

性
部
会
員
ら
が
熊
手
で
集
め
、
整

備
し
た
た
め
見
違
え
る
よ
う
に
き

れ
い
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

一
方
、
棚
底
川
国
道
沿
い
は
カ

ズ
ラ
が
広
が
り
、
か
つ
滑
り
や
す

い
斜
面
を
細
心
の
注
意
を
図
り
な

が
ら
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
草

刈
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に

進
め
た
振
興
会
の
花
壇
整
備
は
女

性
部
会
員
ら
が
、
そ
れ
か
ら
登
山

道
整
備
並
び
に
仮
設
ト
イ
レ
周
辺

の
草
刈
作
業
は
稲
田
さ
ん
ら
を
中

心
に
作
業
し
て
頂
き
ま
し
た
。

早
朝
よ
り
ご
協
力
頂
い
た
皆
さ

ん
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

汗
を
拭
き
な
が
ら

草
刈
作
業
に
励
む
！

【Ⅳ郭の草刈作業に汗を流す部会員ら】

秋
も
深
ま
り
幾
分
か
凌
ぎ
や
す
く

な
っ
た
１
０
月
１
８
日(

日
）
に
諏
訪

神
社
「
秋
の
例
大
祭
」
が
行
わ
れ
た
。

前
夜
、
八
坂
神
社
に
泊
ま
っ
て
お
ら

れ
た
お
神
輿
は
、
午
後
１
時
半
前
に
諏

訪
神
社
に
向
か
っ
て
出
発
。
神
幸
行
列

は
、
上
揚
、
歳
川
を
経
由
し
て
棚
底
の

中
央
通
り
を
練
り
歩
い
た
。
笛
や
鉦
、

太
鼓
の
祭
囃
子
が
鳴
り
響
く
中
、
鋏
箱

や
鳥
毛
、
槍
を
持
っ
た
大
名
行
列
さ
な

が
ら
の
氏
子
た
ち
を
先
頭
に
お
神
輿

な
ど
が
続
い
た
。

横
道
と
曙
で
は
、
大
勢
の
住
民
が
行

列
の
到
着
を
待
っ
て
、
神
様
か
ら
の
ご

利
益
を
授
か
る
一
方
、
家
内
安
全
や
無

病
息
災
な
ど
の
願
い
を
込
め
て
一
斉

に
神
輿
の
下
を
潜
っ
て
お
ら
れ
た
。

行
列
が
仮
設
の
浜
宮
に
到
着
す
る

と
祭
り
も
い
よ
い
よ
最
高
潮
に
達
し

た
。
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
太
鼓
踊
り
や
可

愛
い
巫
女
さ
ん
の
お
神
楽
舞
、
祭
り
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
勇
壮
な
獅
子
舞

が
披
露
さ
れ
た
。

最
後
は
、
神
社
参
道
の
鳥
居
で
鳥
毛

や
槍
を
持
っ
た
若
者
た
ち
が
、
『
今
年

し
ゃ
親
藩
、
褒
め
て
貰
い
ま
し
ょ
』
な

ど
と
口
上
を
述
べ
、
鳥
居
を
潜
る
演
技

に
見
物
客
ら
は
ス
マ
ホ
ー
で
写
真
を

撮
り
な
が
ら
大
き
な
拍
手
と
歓
声
を

上
げ
て
い
た
。

秋
の
実
り
に
感
謝
し
、
地
域
に
活
力

と
生
き
が
い
を
も
た
ら
す
諏
訪
神
社

伝
統
の
秋
祭
り
は
今
年
も
大
盛
会
裏

に
無
事
終
了
し
た
。

『
今
年
し
ゃ
親
藩
、
褒
め

て
も
ら
い
ま
し
ょ
！
』

諏
訪
神
社
秋
の
例
大
祭
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今月の人口

主な行事予定

今月の石垣散策トイレ掃除当番

地域づくり部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

１１月 ２日（日）天草最高峰倉岳ウォーク

１１月 ５日（水）行政相談

１１月１０日（月）市民ふれあい座談会

１１月１６日（日）倉岳町ふるさとまつり

（予定のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

史
跡
棚
底
城
跡
整
備
活
用
基
本
計

画
書
で
定
め
て
い
た
整
備
工
事
は
今

年
度
で
完
了
す
る
予
定
で
す
。
最
後
の

工
事
と
し
て
、
棚
底
城
跡
の
大
き
な
特

徴
で
あ
る
三
重
の
横
堀
・
土
塁
の
整

備
工
事
を
行
い
ま
す
。

最
重
要
部
で
あ
る
Ⅰ
郭
を
守
る
た

め
に
施
さ
れ
た
も
の
で
、
三
重
に
わ

た
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
の
は
天
草
諸

島
で
は
非
常
に
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
す
。

平
成
三
十
年
度
・
令
和
元
年
度
に

行
っ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
範
囲
が

確
定
で
き
て
い
ま
す
。
横
堀
を
陸
上
競

技
場
の
タ
ー
タ
ン
の
よ
う
な
色
で
、
土

塁
は
張
芝
や
植
生
マ
ッ
ト
で
整
備
し

ま
す
。

ま
た
、
史
跡
の
遺
構
名
称
や
来
訪
者

の
誘
導
に
利
用
す
る
た
め
の
看
板
も

並
行
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

(

天
草
市
文
化
課

宮
崎
）

～
土
塁
・
横
堀
」
整
備

工
事
が
始
ま
り
ま
す
～

棚
底
城
通
信
第
１
１
３
号

【平成３０年度の発掘調査のようす】

ガイダンス施設「天草戦国ミュージアム」と倉岳支所の本体工事は、

来年１１月の開業に向けて着々と進んでいるところだ。そんな状況の

中、「棚底案内人の会」では９月２４日（水）、開業以後の交流人口増

を想定して、観光客のニーズや要望に対応できるよう現地での会員

研修を実施した。

今回は、会員のスキルアップを図ることを目的に案内人の会メン

バーの歳川さんと中山さんが講師で、石垣＆コグリを巡回しながらガ

イドのノウハウを指導された。出発点をどこにするかによって所要時

間やガイドの仕方が違ってくるため参加者のスケジュールに合わせ

て対応すること、それから来訪者に何を知って欲しいか、どういうとこ

ろを見学して欲しいかなどが重要なポイントであると伝授された。

一方、慣れるまでは説明板などを活用し、バリエーションをいくつか

用意すること、方言は適当に混ぜ、使い過ぎには注意することなど。

また、案内箇所や説明内容など、ガイドのポイントをマニュアル化し、

全員が案内人として活動できるようになることが望ましいと話された。

現在、「棚底案内人の会」は会員１６名が「石垣＆コグリ」や「棚底

城跡」などをガイドしながら棚底の観光振興と魅力ある地域づくりに

取り組んでいるところである。案内人の会に興味をお持ちの方は、ぜ

ひ棚底コミセン小林（電話６４－３６６４）までご連絡ください。

一緒に棚底を盛り上げていきましょう。

お待ちしています。

「棚底案内人の会」現地研修で
会員のスキルアップを図る！

【歳川さんの説明を真剣に聞く会員】


